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助成活動実績報告書 

企画名 千年の森―みんなで楽しめるビオトープの森つくろう！ 

団体名 千年の森つくりグループ 

 

① 活動の目的について 

 地球温暖化対策で、広葉樹の植樹で、CO2 吸収と災害の被災のやすらぎの森の再生を美作県民局、

ほか美咲町、地元の学校、全県の支援で活動がスタート。7 つの目的で行動しました。 

1)「やすらぎの森」(完成）の保全、安全確保。－台風 23 号災害地 

2)「美咲の森」(緑花公園)－保安林などの植樹再生、ビオトープつくり。 

3)暴走竹林(境地区)－限界地域の竹の除去、堆肥化、耕作放棄棚田の草刈支援。 

4)野鳥、動物、昆虫などとの共生事業。鳥の巣箱とりつけ。 

5)協働事業(ESD)－美咲中央小、加美小、美咲中央中学校と、PTA,父母、出前授業などおこなう。 

6)老人ホーム・静香園との協力。ハウス、ふれあい農園支援。 

7)『出前授業』、『読み聞かせ』、農林生産物のプレゼント、など交流推進。蜂谷工業も 4 年参加。 

 ・鬼山城跡の草刈り参加（7・26）、ホタルの里（仲良し団地ホタル保存）支援。 

 ・緊急に、久米南町まつたけ山の再生と、美咲の森に緊急に桃太郎赤松他植樹。 

② 内容について 

1)ｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝ支援、加美小･中央小･中央中学校で取り組み支援(加美小は最優秀賞)120 人。 

2)ﾌﾞﾂﾎﾟｳｿｳの巣箱取り付け、中央小(12/10)35 人。3）記念草刈、環境清掃(8/23)150 人。 

4)美咲の森へ桃太郎赤松植樹(11/29)、ぶどうたな作り、資源回収、分別。美咲中央小ﾘｻｲｸﾙ。

PTA、蜂谷工業の協働。美咲の森。150 人。5)鬼山城跡(打穴中地区自治会との協働)整備、50 人。

6）境地区の豪壮竹除去、堆肥化作業、10 人。7）美咲中央小 4 年生 2 分の１記念植樹、40 人。 

③ 活動によって達成された成果 

1)美咲中央小学校は、千年の森つくりグループとの 11 年の協働事業。美咲の森保安林の再生。 

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟつくり、資源ﾘｻｲｸﾙなどの取り組みで、岡山県知事より、『環境大賞』をいただく。 

 2）ｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝ事業は、旧中央町の加美小、中央小、中央中学が 5 年取り組んできました。2015

年度、加美小は、ｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝｺﾝﾃｽﾄで、『最優秀賞』に輝きました。 

 3）老人ホームの住人が、高齢化で、ハウス、ふれあい農園の活用、管理が困難になり、われら

が全面支援をはじめました。畑、野菜、花、果樹の木を植えています。広葉樹の苗を育成。種

を植えています。多くの、人の支援で、千年の森は、ゆたかなふるさと、特産品つくり、小学

校、中学校との連携は大きく前進しています。 

④今後の計画・展望について 

1）美咲の森でトチ、桃太郎赤松の植樹も追加。きのこ、ひらたけ、あみたけが年末から収穫が

できだす。将来は、トチの里、マツタケの里つくり、収穫を実現したい。 

2）山葡萄、さるなし、くり、ぐみ、イチジクの収穫をまもる。 

3)遊歩道（木材）、森林セラピー。 

4)野鳥、野生動物、昆虫の保護地区。 

5)『出前授業』、『協働事業』の場所つくり。 

6)巨大災害、原発事故の避難場所つくりを目指してゆきます。 

 



2015 年度活動実績報告(写真) 千年の森つくりグループ 

■購入資材 

 

桃太郎マツ 

■８／２３奉仕草刈、環境整備 150 人参加 

 

ホタルの調査(美咲町･加美小)7/15・40人 

 

■１１／２９記念植樹のつどい･資源回収のつどい 150 人参加 

 

記念植樹の光景 

 

■境の竹の除去・堆肥つくり 10 人参加 

 

 



 

■美咲中央小 4 年生の 1/2 参加  成人記念植樹 

 

 

 

■アミタケキノコが山全体に繫茂 

 


